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会議録 
会議の名称 社会教育委員の会議（第5回臨時会）会議録 

開 催 日 時 平成25年6月14日（金曜日）午後2時から4時30分まで 

開 催 場 所 保谷庁舎3階会議室 

出 席 者 

委員：須永議長、齋藤副議長、内田委員、屋宮委員、川﨑委員、操野委

員、濱崎委員、原委員、矢野委員、山田委員 
（欠席）倉島委員 
事務局：神田主査       

議 題 （1）社会教育施策の今後のあり方について 

配 布 資 料 資料1 社会教育施策の今後のあり方について（提言）第6案  

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会 議 内 容  

○第4回臨時会の会議録を承認する。 
 
（1）社会教育施策の今後のあり方について 
※配布資料1「社会教育施策の今後のあり方について（提言）第6案」について検討し、

文面の修正、加筆等を行う。 
 
（主な意見） 
※（2）の（施策3）について 
○委員： 
8ページの「自覚した市民」という表現は、どういうイメージだろうか。自立した市民

ということか。 
 

○委員： 
物事を多様な角度から見て、主体的に取り組んでいく市民といったイメージを持って

いる。 
 
○委員： 

地域の担い手の課題は、だれもが地域人材となれるのに、限られた人しかできないと

思われており、特定の人に頼りすぎているということだろう。そのことをわかりやすく

書いたらどうか。 
 
○委員： 
9ページに「社会教育施設では予算や人員の削減という厳しい現実」とあるが、このこ

とへの解決策を提案しなくてよいだろうか。 
 
○委員： 

今回の提言では、課題として取りあげないが、その現状を課題として受け止めている

ということは書いておいてもよいのではないか。 
※（3）について 
 
○委員： 

組織としては、公民館、図書館を含めてコーディネートする生涯学習課を設置し、社
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会教育主事の活用を考えてほしいと思う。 
 
○委員： 

課や係を増やすと、課長、係長が必要となり、人員増となるだろう。実現可能な案と

なるだろうか。 
 
○委員： 

あるべき組織案か実現可能な組織案かということだろう。 
 
○委員： 

組織と人の両面で機能させることが必要であり、あるべき姿も示しておいた方が良い

と思う。 
 
○委員： 

施策提案の内容に沿った組織案を示したら良いと思う。 
 
○議長： 

（2）の（施策3）と（3）については、今回出された意見を基に修正し、案文を作成す

るので、次回、また検討したい。 
 
○議長： 

以上で本日の社会教育委員の会議（第5回臨時会）は終了する。 
 
※次回会議 平成25年6月21日（金曜日）午後2時から 
 

 


